
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
や
19

年
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に

続
い
て
、
昨
年
７
月
に
も
県
北

部
を
中
心
に
大
雨
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り

頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
水
災

害
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
社

会
資
本
の
老
朽
化
へ
の
対

応
も
課
題
で
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
と
平

準
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の

影
響
に
よ
る
土
木
・
建
築

業
界
の
技
術
者
や
技
能
者

の
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

て
、
担
い
手
確
保
の
対
策
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

千
葉
　
21
年
１
月
に
策
定

し
た「
宮
城
県
土
木
・
建
築

行
政
推
進
計
画
」の
中
で

「
次
世
代
に『
安
全
・
安
心
』

と『
活
力
』を
引
き
継
ぐ『
持

続
可
能
』な
県
土
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
ま
し

た
。
特
に
、
治
水
対
策
を
は

じ
め
と
し
た
国
土
強
靱
化

の
取
り
組
み
と
、
加
速
度
的

に
進
行
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
に
対
応
す
る
た
め
の

長
寿
命
化
対
策
に
つ
い
て

千
葉
　
１
９
３
３
年
３
月
に
発

生
し
た
昭
和
三
陸
大
地
震
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
当
時

の
内
務
部
か
ら
、
管
理
課
・
道
路

課
・
河
港
課
の
３
課
か
ら
な
る

土
木
部
と
し
て
同
年
９
月
22
日

に
昇
格
し
、
発
足
し
ま
し
た
。

以
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害

に
対
応
し
、
被
害
を
最
小
限
と

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
重
ね
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
と
産
業

の
基
盤
と
な
る
、
安
全
・
安
心
な

県
土
の
構
築
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
培

わ
れ
た
土
木
部
の
歴
史
を
讃
え

つ
つ
、
次
の
世
代
に
継
承
し
、
目

ま
ぐ
る
し
い
環
境
の
変
化
に
も

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
職
員
一

同
誇
り
を
も
っ
て
、
引
き
続
き
、

未
来
に
向
け
た
県
土
づ
く
り
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

千
葉
　
未
曽
有
の
大
災
害
だ
っ

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
が
進
ん
だ
一
方
で
、
本
県

で
は
、
２
０
１
５
年
の
平
成
27

宮
城
県
土
木
部
90
周
年
記
念
企
画
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

千
葉 

衛 

宮
城
県
土
木
部
長
に
聞
く

持
続
可
能
な
県
土
づ
く
り
を

頻発・激甚化する自然災害に対応

ち
ば
・
ま
も
る　

１
９
６
４
年
10
月
３

日
生
ま
れ
。
59
歳
。
宮
城
県
気
仙
沼

市
出
身
。
岩
手
大
学
工
学
部
卒
業
後
、

民
間
企
業
を
経
て
90
年
に
入
庁
。
土

木
部
河
川
課
長
、
同
道
路
課
長
、
同

副
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
昨
年
度
か
ら

現
職
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
Ｄ
Ｉ

Ｙ
な
ど
。

は
、
国
の
予
算
も
最
大
限
に
活

用
し
な
が
ら
、
頻
発
化
・
激
甚
化

す
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

計
画
を
前
倒
し
で
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
県
の
人
員
確
保
や
育

成
は
も
ち
ろ
ん
、
技
術
職
員
が

不
足
し
て
い
る
市
町
村
へ
の
支

援
も
行
い
ま
す
。

　
平
時
で
は
、
技
術
力
向
上
に

向
け
た
研
修
制
度
の
充
実
を
図

り
、
災
害
時
に
つ
い
て
は
プ
ッ

シ
ュ
型
で
被
災
市
町
村
へ
県
の

土
木
技
術
職
員
を
派
遣
し
、
情

報
収
集
や
国
お
よ
び
県
機
関
と

の
調
整
を
行
う「
み
や
ぎ
災
害
復

旧
先
遣
隊
」と
、
被
災
市
町
村
か

ら
の
要
請
を
受
け
、
被
害
箇
所

調
査
お
よ
び
被
害
報
告
と
り
ま

と
め
な
ど
の
支
援
を
行
う「
支
援

隊
」、
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
建

設
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
Ｏ
Ｂ

技
術
職
員
を
派
遣
す
る「
サ
ポ
ー

ト
員
」の
３
つ
の
新
た
な
支
援
体

制
を
今
年
３
月
に
設
立
し
、
支

援
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

千
葉
　
90
年
と
い
う
歴
史

を
経
て
、
高
度
経
済
成
長

期
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施

設
の
老
朽
化
・
長
寿
命
化

や
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す

る
自
然
災
害
へ
の
対
応
、

さ
ら
に
は
家
畜
伝
染
病
へ

の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、

地
域
建
設
業
が
担
う
役

割
は
、
多
様
化
か
つ
重
要

性
を
増
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
工
事
が
お
お
む

ね
完
了
し
、
公
共
投
資
が

大
幅
に
減
少
す
る
中
、
全

国
的
に
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
が
進
行
す
る
と
と

も
に
、
来
年
度
か
ら
は
時

間
外
労
働
規
制
が
開
始

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
建
設

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

層
厳
し
く
な
り
ま
す
。

県
と
し
て
は
、引
き
続
き
、

地
域
建
設
業
の
皆
さ
ま
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

「『
地
域
の
守
り
手
』と
し

て
宮
城
の
県
土
づ
く
り
を

担
う
持
続
可
能
な
建
設

産
業
」の
実
現
に
取
り
組

　

今
年
で
発
足
か
ら
90
周
年
を
迎
え
た
宮
城
県
土
木
部
。災

害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
昨
今
に
お
い
て
、土
木
行
政
が
担

う
役
割
は
大
き
い
。〜
次
世
代
に「
安
全
・
安
心
」と「
活
力
」を

引
き
継
ぐ「
持
続
可
能
」な
県
土
づ
く
り
〜
を
基
本
理
念
に
掲

げ
、土
木
部
の
舵
を
取
る
千
葉
衛
部
長
に
、所
管
分
野
の
現
状

と
課
題
、今
後
の
重
点
施
策
な
ど
を
伺
っ
た
。

90
周
年
を
迎
え
て
の
所
感

を
お
願
い
し
ま
す
。

所
管
分
野
の
現
状
と
課
題

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
取
り
組
む
べ
き

重
点
施
策
は
。

地
域
建
設
業
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

宮
城
の
土
木
史　

年
表

1
8
7
1
年

廃
藩
置
県
に
よ
り
仙
台
県
と
な
る

1
8
7
8
年

11
月

県
庁
9
課
制
と
な
り
土
木
課
が
で
き
る

1
8
9
0
年

府
県
制
の
実
施

1
9
3
3
年

9
月

土
木
課
が
土
木
部
と
な
り
管
理
・
道
路
・
河
港
の
3
課

制
と
な
る

1
9
4
8
年

7
月

建
設
省
設
置
、東
北
土
木
出
張
所
を
東
北
地
方
建
設

局
と
改
称

1
9
5
2
年

10
月

宮
城
野
原
総
合
運
動
場
完
成

1
9
5
7
年

仙
台
空
港
開
港

1
9
5
8
年

1
月

花
山
ダ
ム
完
成（
県
営
多
目
的
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
）

1
9
6
2
年

10
月

大
倉
ダ
ム
完
成（
国
営
↓
県
営
多
目
的
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ブ
ル
ア
ー
チ
ダ
ム
）

11
月

蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
開
通（
L
26
㎞
）

1
8
7
2
年

仙
台
県
を
宮
城
県
と
改
称

9
課
制
と
な
り
土
木
は
庶
務
課
に
所
属

1
9
6
8
年

11
月

（
国
）48
号
関
山
ト
ン
ネ
ル（
L
8
9
0
ｍ
）完
成
。仙
台
〜
山
形
両
市
時
問
距

離
40
分
短
縮
す
る

1
9
7
0
年
仙
台
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

1
9
7
5
年

北
上
大
堰
完
成（
石
巻
市（
旧
河
北
町
））

1
9
7
1
年

4
月
1
日

仙
台
港
に
第
一
船
と
し
て
東
北
石
油
の
原
油
タ
ン

カ
ー
丹
後
丸（
5
4
、0
0
0
t
）入
港

4
月
15
日

一
般
有
料
笹
谷
ト
ン
ネ
ル（
L
4
、0
0
0
ｍ
）開
通

（
笹
谷
ト
ン
ネ
ル
、L
3
、3
8
5
ｍ
含
む
）

12
月
26
日

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
応
急
仮
設
住
宅
4
0
6

団
地 

2
2
、0
9
5
戸
が
完
成

1
9
7
6
年

11
月

樽
水
ダ
ム
完
成（
県
営
多
目
的
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
）

1
9
7
8
年

12
月

東
北
縦
貫
自
動
車
道
築
館
〜
一
関
間（
L
29
・
1
㎞
）開
通
。こ
れ
に
よ
り
県
内

線
1
3
1
・
8
㎞
が
完
成
し
、岩
槻
〜
盛
岡
間
3
8
0
・
8
㎞
の
供
用
開
始

1
9
8
1
年

漆
沢
ダ
ム
完
成（
県
営
多
目
的
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
）

1
9
8
3
年

5
月

（
国
）48
号 

仙
台
西
道
路（
L
4
、9
0
0
m
）供
用

（
青
葉
山
ト
ン
ネ
ル
、L
2
、2
3
3
m
含
む
）

1
9
8
6
年

2
月

（
国
）3
9
8
号
釜
谷
ト
ン
ネ
ル（
L
9
9
5
m
）完
成

1
9
8
8
年

7
月

台
風
10
号
水
害（
仙
台
に
お
い
て
既
往
最
大
4
5
0
㎜
を
記
録
）公
共
土
木

施
設
被
害
3
、4
5
2
カ
所
、2
2
1
億
円
、浸
水
面
積
4
、0
4
4
0
ha

4
月

花
山
ダ
ム（
再
開
発
）完
成
供
用
開
始

2
0
2
3
年

8
月

宮
城
県
土
木
部
公
式
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
m「
ミ
ヤ
ギ
の
ド
ボ
ク
」開
設

1
9
8
2
年

6
月
23
日

東
北
新
幹
線
大
宮
―
盛
岡
間
開
業

1
9
8
5
年

10
月
25
日

七
北
田
ダ
ム
完
成（
県
営
多
目
的
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
）

1
9
8
7
年

7
月
15
日

仙
台
市
地
下
鉄
開
業

2
0
0
7
年

3
月
18
日

仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
開
業（
L
7
、1
0
0
m
）

2
0
0
8
年

6
月
14
日

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
発
生
　

2
0
1
1
年

3
月
11
日

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）が
発
生

し
、県
内
に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
す

5
月
31
日
（
国
）1
1
3
号 

舘
矢
間
バ
イ
パ
ス（
L
2
、8
3
5
ｍ
）

全
線
開
通

2
0
1
2
年

4
月
3
日

仙
石
線
多
賀
城
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
高
架
切

換
完
了

5
月
18
日

払
川
ダ
ム
竣
工

2
0
1
3
年

1
月
23
日

気
仙
沼
大
島
大
橋
事
業
着
工

6
月
6
日

川
内
沢
川
放
水
路
竣
工

2
0
1
5
年

3
月
5
日

仙
台
湾
南
部
海
岸
完
成

2
0
1
7
年

12
月
15
日

仙
台
塩
釜
港（
仙
台
港
区
）高
松
2
号
ふ
頭
供
用
開

始

2
0
1
9
年

4
月
7
日

気
仙
沼
大
島
大
橋
開
通

2
0
2
0
年

4
月
13
日

高
砂
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル 

新
ト
ラ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
運

用
開
始

2
0
2
1
年

3
月
28
日
「
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園
」 

開
園

2
0
2
2
年

7
月
29
日

船
形
の
郷
C
棟
・
活
動
棟
完
成

11
月
26
日

栗
駒
山
系
直
轄
砂
防
事
業
完
成

2
月
3
日

石
巻
港
湾
事
務
所
管
内
の
東
日
本
再
震
災
に
係
る

港
湾
施
設
の
復
旧
・
復
興
事
業
完
了

3
月
16
日

東
日
本
大
震
災
に
係
る
建
設
海
岸
の
復
旧
・
復
興
事

業
完
了（
延
長
61
・
9
㎞
）

11
月
2
日

土
木
部
90
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催（
仙
台
国
際
空
港
1
F
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
）

2
0
1
6
年

6
月
13
日

新
北
上
大
橋
開
通（
石
巻
市
）

2
0
1
4
年

5
月
31
日

長
沼
ダ
ム
竣
工

▲蔵王エコーライン開通▲樽水ダム完成▲笹谷トンネル開通▲仙台空港アクセス鉄道開業▲大島架橋 事業着工▲払川ダム▲川内沢川放水路竣工▲新北上大橋 開通 ▲仙台空港開港式

TEL.022（271）9211

㈱ 深 松 組
〒981-0966 仙台市青葉区荒巻本沢二丁目18番1号

TEL.022（262）1234

㈱復建技術コンサルタント
〒980-0012 仙台市青葉区錦町一丁目7番25号

TEL.0225（96）2222

㈱ 丸 本 組
〒986-0868 宮城県石巻市恵み野三丁目1番地2

TEL.0225（94）1111

若 生 工 業 ㈱
〒986-0871 宮城県石巻市清水町二丁目3番3号

TEL.022（392）8080

ナショナルエレベーター工業㈱
〒989-3124 仙台市青葉区上愛子字松原47-12

TEL.022（295）9895

日 新 商 事 ㈱
〒983-0833 仙台市宮城野区東仙台七丁目13番6号

TEL.022（253）7931

熱 研 プ ラ ント 工 業 ㈱
〒983-0034 仙台市宮城野区扇町五丁目8番4号

TEL.022（714）7020

㈱ 橋 本 店
〒980-0822 仙台市青葉区立町27番21号

TEL.022（284）8823

隼 電 気 ㈱
〒984-0042 仙台市若林区大和町五丁目30-22

TEL.022（352）3095

産 電 工 業 ㈱
〒984-0030 仙台市若林区荒井東二丁目13番地の1

TEL.0229（84）7211

菅 甚 建 設 ㈱
〒989-6711 宮城県大崎市鳴子温泉字川渡７５番地の4

TEL.022（225）8511

仙 建 工 業 ㈱
〒980-0811 仙台市青葉区一番町二丁目2番13号

TEL.022（302）8088

㈱ 東 北 リ バ イ ブ
〒989-3127 仙台市青葉区愛子東四丁目2番19号

TEL.022（226）7630

㈱ 東 北 リ ア ラ イ ズ
〒982-0014 仙台市太白区大野田五丁目20番地の7

TEL.022（372）5111

赤 坂 建 設 ㈱
〒981-3121 仙台市泉区上谷刈字赤坂9-2

TEL.022（263）1671

熱 海 建 設 ㈱
〒980-0012 仙台市青葉区錦町一丁目１番３１号

TEL.0228（45）2285

岩 倉 測 量 設 計（株）
〒989-5351 宮城県栗原市栗駒中野上野原北38番地

TEL.022（275）2311

奥 田 建 設 ㈱
〒980-0871 仙台市青葉区八幡六丁目9番1号

TEL.022（261）7511

㈱佐藤総合計画 東北オフィス
〒980-0811 仙台市青葉区一番町四丁目6番1号

ん
で
い
き
ま
す
。

千
葉
　
東
日
本
大
震
災
の
発
生

時
は
東
京
事
務
所
へ
赴
任
し
て

２
年
目
で
、
宮
城
県
に
戻
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た

の
で
す
が
、
震
災
復
旧
の
た
め
に

東
京
で
や
れ
る
こ
と
を
や
り
な

さ
い
と
の
指
示
で
留
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
地
元
で
あ
る
気

仙
沼
土
木
事
務
所
へ
総
括
と
し

て
着
任
し
、
中
島
海
岸
の
防
潮

堤
建
設
事
業
な
ど
に
携
わ
り
ま

し
た
。
地
元
住
民
や
地
元
以
外

か
ら
の
防
潮
堤
建
設
反
対
の
動

き
も
み
ら
れ
る
中
で
、
自
治
会

長
ら
が
早
期
建
設
を
要
望
し
て

く
れ
た
こ
と
で
、
地
元
や
学
識

者
を
交
え
た
検
討
会
な
ど
を
立

ち
上
げ
、
自
然
環
境
の
保
全
を

含
め
た
防
潮
堤
建
設
の
合
意
形

成
に
こ
ぎ
つ
け
た
経
験
は
大
き

い
で
す
ね
。
地
元
の
調
整
は
大

変
で
し
た
が
、
本
音
の
議
論
が

で
き
た
こ
と
で
、
当
時
の
建
設

反
対
で
あ
っ
た
住
民
と
の
関
係

は
、
現
在
も
良
好
に
続
い
て
い

ま
す
。
復
興
さ
せ
た
い
思
い
が

一
致
し
、
納
得
が
得
ら
れ
る
ま
で

議
論
を
続
け
た
こ
と
に
よ
る
成

果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

職
員
に
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
を
固
め

て
、
思
い
を
し
っ
か
り
と
伝
え
つ

つ
、
相
手
の
意
見
も
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
部
内
で
取
り
組
ん
で
い
る
人

材
育
成
で
は
、
90
周
年
を
節
目

に
土
木
部
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
若
手

が
自
主
的
に
様
々
な
提
案
を
し

て
く
れ
る
こ
と
が
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
踏
ま
え
て「
こ
の
仕
事
は
県

民
の
た
め
に
ど
う
な
の
か
、
も
っ

と
良
い
方
法
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」と
い
う
考
え
方
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
で

印
象
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
。

みらいのため、これからも
宮城のインフラ整備に尽力します

〒980-0824 仙台市青葉区支倉町2-48
（宮城県建設産業会館6階） TEL.022（262）2211

https://www.miyakenkyo.or.jp/

〒980-0011 仙台市青葉区上杉二丁目2-40 宮城県建築設計会館
TEL.022（223）7330  FAX.022（223）7319

E-mail jimukyoku＠miyajikyo.com  URL https://miyajikyo.com

住まい・街・地域の文化に新しい魅力を！  私たちは宮城のために

会長　髙橋  清秋

仙台市宮城野区二十人町301-3
（宮城県建設業国民健康保険組合会館5F）
TEL.022（298）8037  FAX.022（298）8038

会長　佐藤  幸吉

一般社団法人  宮城県建築士事務所協会
～技術と信頼で創る みやぎの未来～

宮城県測量設計業協会
一般社団法人

仙台市青葉区本町3-6-17（勾当台本町ビル4階）
TEL.022（265）3264　FAX.022（261）0033

会長　佐々木  甲也

会長　谷川  純一

〒980-8605 仙台市青葉区二日町16-20（二日町ホームプラザビル2F）
TEL.022（221）0932  FAX.022（225）3859

取締役支店長　関　洋一

仙台市青葉区支倉町2-48  TEL.022（262）8531

会長　秋元  俊通

仙台市太白区鹿野二丁目10番14号
TEL.022（248）5231  FAX.022（246）3160

宮城県部会

会　長　千葉  嘉春
副会長　廣谷  秀男
副会長　佐々木宏明
副会長　上田　  徹
副会長　深松  　努
専務理事　武山  德蔵
　　   西村  博英専務理事
兼事務局長


